
No. 質問内容 回答

1 委託費が64,007,000円とありますが、年度ごとの上限金額は設定されて

いますか。

年度ごとの委託上限額は設定していません。委託上限額64,007,000円（消費税

及び地方消費税を含む）は、令和9年4月1日から令和12年3月31日までの3年間

の総額です。価格提案書は、3年間の総額及び仕様書記載の業務内容ごとの内訳

が分かるように作成してください。

2 また、学習支援事業と、ひとり親家庭等学習支援事業の違いは、対象者

でしょうか。

対象者に加え、事業内容が一部異なります。「学習支援事業業務委託仕様書」

のとおり。不登校・ひきこもりの対象者への事業として、仕様書４(4)(5)を実施

していただきます。

3 「企画提案書」について、A4判20枚以内とは、20ページを指しますか。

それとも両面と捉えて、40ページ以内でしょうか。

企画提案書は、A4判20枚以内を上限とします。両面印刷を可能とし、その場合

は40ページ以内となります。

4 「価格提案書」について、業務価格は、3年分の提示で差し支えないで

しょうか。

価格提案書は、令和9年4月1日から令和12年3月31日までの3年間の総額で提示

してください。あわせて、各業務及び業務内容ごとの内訳が分かるように記載

してください。

5 「ウ 業務実施体制」と「エ 配置予定者の経歴・配置予定者の過去の類似

業務実績」には、枚数制限はありますか。

「ウ　業務実施体制」及び「エ　配置予定者の経歴・配置予定者の過去の類似

業務実績」について、枚数制限は設けていません。ただし、審査に必要な内容

を簡潔かつ分かりやすく記載してください。

6 「市内に1か所、学習教室を確保すること」とありますが、これまでと同

様に公共施設の予約を想定していますか。また、実施日は土曜日でしょ

うか。平日に実施する可能性もありますか。

市内に1か所の学習教室を確保してください。公共施設の利用は可能ですが、特

定の会場を市が指定するものではありません。会場の確保方法及び予約等の取

扱いについては、受託候補者決定後に市と協議の上、決定します。また、実施

日は土曜日に限定しません。仕様書に定める午後6時から午後8時を基本とし、

対象者が参加しやすい曜日を提案してください。

7 市内に1ケ所、学習教室を確保すること」とあります。現在利用中の施設

名、場所を差し支えない範囲でお示しください。また、この施設は仮に

事業者が変更になっても継続利用は可能でしょうか。

施設は、非公表のため今回提案される事業者には個別にお答えします。但し、

情報の取扱いについては十分にご注意をお願いします。継続利用は可能です。

会場の確保方法及び予約等の取扱いについては、受託候補者決定後に市と協議

の上、決定します。

8 学習支援の実施場所は、公共施設を予定していると想定して差し支えな

いでしょうか。

施設は、非公表のため今回提案される事業者には個別にお答えします。但し、

情報の取扱いについては十分にご注意をお願いします。会場の確保方法及び予

約等の取扱いについては、受託候補者決定後に市と協議の上、決定します。

9 週1回と記載がありますが、令和9年度はいつから開始予定でしょうか。

また、年間の総実施回数の見込みをお示しください。

業務開始日は令和9年4月1日以降を予定しています。学習教室は、小学生・中

学生・高校生ごとに原則週1回実施するため、年末年始や祝日等を除くと年間で

はおおむね48回、3年間でおおむね144回を想定しています。不登校・ひきこも

り支援については、体験活動等及び学習教室への参加支援を各月1回程度実施す

ることを想定しています。

10 令和5年度及び令和6年度の家庭訪問の実績回数をお示しください。 令和5年度：727回

令和6年度：567回

令和7年度：799回　※参考

11 不登校・ひきこもりを対象とした事業の登録人数、学習教室に参加した

延べ回数及び家庭訪問した回数について、それぞれ令和５年度及び令和

６年度の実績をお示しください。

不登校・ひきこもりを対象とした事業は令和６年１０月からスタートをしてい

るため、令和６年度の実績は下表のとおりです。この件数はNo１４に回答する

件数に含まれています。

【令和６年度】

登録人数：２４人

学習教室参加延べ回数：７８回

家庭訪問回数：１５３回12 過去の質問回答より、令和５年度は令和４年度と比較して参加生徒数が

増えています。何か違いがあればお示しください。

令和５年度の登録人数は82人で、令和４年度の６８人から１４人増加しまし

た。令和５年度は、対象世帯に関わる支援者からのアプローチや関係機関から

のつなぎが進んだことに加え、同一世帯内の兄弟姉妹が一緒に申請するケース

もあったため、令和４年度と比べて登録人数が増加しました。

そのため、登録人数の増加は、新たな対象世帯の増加だけでなく、既につな

がった世帯内で複数の児童生徒が利用につながった影響も含まれます。

13 これまでの出席者が1回当たり15名程度と仮定した場合、登録者数で割る

と、毎回25％程度の出席率と想定されます。中学生・高校生の出席率は

課題として捉えていますか。

中学生及び高校生については、学校生活、部活動、アルバイト、心身の状態等

により参加状況が異なるため、出席率のみを一律の指標として評価することは

適当ではないと考えています。一方で、継続参加や必要な支援につなげること

は重要と捉えており、本人・保護者との面接、必要に応じた家庭訪問、関係機

関との連携等により、個々の状況に応じた支援を必要と捉えています。

14 令和5年度及び令和6年度の総実施回数、登録人数及び年間の延べ参加人

数を、学年ごとにお示しください。

教室と訪問の件数は下表のとおりです。令和７年度も参考回答します。

質問回答書

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 高４ 既卒 小計
令和4年度 2 4 2 3 4 3 6 10 7 6 13 4 1 0 65
令和5年度 1 2 4 6 8 6 5 8 12 7 7 14 2 0 82
令和6年度 0 3 2 5 7 8 5 4 10 11 8 6 6 2 77
令和7年度 0 2 6 2 5 9 10 7 8 10 10 8 2 2 81

合計 3 11 14 16 24 26 26 29 37 34 38 32 11 4 305
令和4年度 0 35 0 9 37 51 67 73 102 50 70 17 15 39 565
令和5年度 41 1 101 4 13 76 33 88 142 64 68 82 12 2 727
令和6年度 0 81 4 120 15 36 75 10 102 18 48 25 30 3 567
令和7年度 0 2 149 9 208 69 86 70 89 30 16 64 4 3 799

合計 41 119 254 142 273 232 261 241 435 162 202 188 61 47 2658
令和4年度 5 85 5 39 33 83 28 110 157 4 43 46 0 0 638
令和5年度 18 74 135 105 185 121 74 38 146 71 2 44 0 0 1013
令和6年度 0 106 79 118 244 252 99 73 45 51 48 36 0 0 1151
令和7年度 0 0 143 70 96 203 231 79 120 31 37 42 0 0 1052

合計 23 265 362 332 558 659 432 300 468 157 130 168 0 0 3854
令和4年度 5 120 5 48 70 134 95 183 259 54 113 63 15 39 1203
令和5年度 59 75 236 109 198 197 107 126 288 135 70 126 12 2 1740
令和6年度 0 187 83 238 259 288 174 83 147 69 96 61 30 3 1718
令和7年度 0 2 292 79 304 272 317 149 209 61 53 106 4 3 1851

合計 64 384 616 474 831 891 693 541 903 319 332 356 61 47 6512
※教室開催回数：令和５年度　47回、令和６年度　49回、令和７年度　49回、計　145回

延べ参加人数
（家庭訪問+教室）

登録人数

延べ参加人数
（家庭訪問）

延べ参加人数
（教室）


